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7月は、 Julyで、ローマのJuliusによる。 8月は、 Augustで、ローマの皇帝Augustus
による。しかし、 9月は、 Septemberで、七日熱のseptanによる。 10月の、 Octoberは、
前置詞octa-による。 11月は、英語のnineに対応するラテン語のnovemによる。
長さの単位は、最初は、金属製のメートル原器で決定された。重さの単位は、金属の塊
の重量1キログラム原器で定められた。そして、時間の単位は、 1日を 24時間、 1時間を
60分、 1分を 60秒とした。現在では、基準に選ばれた元素の原子量および電磁波の波長
と光速とを利用することによって、より厳密な定義がされている。
このような基礎的な単位の3要素を活用すると、現在では、地球を周回する人工衛星が、
基準となる Geoidからみた高度や周回軌道の決定に必要な操作が、地球上の基地から発射
された電波信号によって可能となっている。その意味で¥人工衛星の姿勢制御は、それに
搭載されている観測用センサーの機能を正常な状態に維持するためには、秒の単位でも、
高い精度の設定と調整が確保できていなくてはならない、
このような物理的な要素を利用して、 2011年には、日本でも、人工衛星“はやぶさ"
は、地球からとびたって、小惑星P イトカワ“を観測し、そこに着地して、さらに、多く
の障害を乗り越えて、地球に帰還できたといってよいだろう。回収されたカフ。セル内には
小惑星"イトカワ“の試料が採取されていたようである。人工衛星"はやぶさ“の 7年間
にわたる宇宙飛行記録も、世界ーであると認定されている。今後、観測記録および資料を
もとにした研究によって、宇宙の中での地球の長い歴史が明らかになるものと思われる。
9.宇宙科学からみた惑星地球
これまでに述べてきたように、地球の物理的側面は、 Newton力学によって、数学的手法
の導入が可能となった。また、 Keplerの法則によって、地球が、天体として、太陽系の中
の惑星であることも、明確になった。天文学の情報も利用することにより、太陽が、水素
やヘリウムの核融合や核分裂の繰返していて、全体としては、太陽活動は、核エネノレギー
によるものであることが明らかになってきた。電磁流体力学が、地球の電磁現象の理論的
な側面を表示できるようになった。
地球上においてのみ可能で、あった、観測調査は、人工衛星が利用できるようになること
によって、グローパルな情報の時系列的表示を可能なものにした。
地球上からの光学的な観測に限定されてきた天体観測も、 X線天文学や、赤外線帯域の
電磁波を用いた観測によって、さらに新しい情報が得られるようになった。
人工衛星の機能を発展させることによって、宇宙探査機による太陽系における惑星探査
も推進され、惑星としての、地球が、その他の惑星と比較して、物理的に、共通点および
特異性に関する情報も、獲得できるようになってきた。
宇宙探査機の活躍は、宇宙を知るための技術の高度化を実現できたことを示している。
この宇宙探査機によって得られた情報は、現在のところ、地球の惑星としての特性と、
観測対象とした惑星およびその衛星あるいは小惑星などの実態との比較研究の側面が強
く表れている。
実際上、地球に関しての情報量が基準となるわけで、ある。その物理的判断をどのように
するか。
惑星地球の誕生から終末までを検討することも、ある程度、可能であるという観点に立
つことも可能である。
しかし、スケールとして、別のスケールを選ぶとすれば、宇宙の誕生から終末までの、
大きな課題を抱えることになる。
これまでにも、宇宙論というものが、いろいろの人たちによって論じられてきた。
かつて、英国において、 Newtonがすわっていた椅子に、現在では、 Hawkingがいる。
彼の宇宙論は、宇宙の誕生から終末までを対象としているようである。一般的な判断では、
彼の議論を理解することは容易ではない。しかし、熱意をもって、彼が語る時、その言葉
は、我々の宇宙観に、何か、新しいものを与えてくれるように感じられる。
いずれにしても、多くの問題を解明して、最終的な課題に対する物理学的な解をしめす
ために、今後、一層の努力をする必要がある。
ここでの努力というのは、単なる情報の処理にとどまるのではない。ただ、体力と時間
を費やして、これまでの研究成果の延長線上に、並列的に並べることをくりかえすようで
あっては、その努力は、有効とは言えない。無駄な努力であるということになる。
さらに、これまで、は未知で、あった新しい問題をとらえて、太陽の光の届かないような海
の深部を探るように、これまでとは異なった手法によって、これまでとは異なった問題を
解明するということが重要な課題となる。
生まれてから、時間の経過とともに、成長する人類には、常に、未知の将来への挑戦と
いう課題がある。最初は、関心が、どこにあるかを認識することである。その認識は知識
となる。知識だけでは、十分とは言えない。多くの集積された知識から、知恵が生まれる。
この知恵が、人類の存続を可能にするかどうかを決定する要因である。このような目的へ
向けての、人類の苦闘は、転じて、人類の繁栄につながることを信じたい。
また、昭和20年の日本のように、国土が壊滅的な状態に陥っていても、国家的事業と
しての南極観測は、国際的事業計画への日本の貢献につながった。ここに、 2011年の日
本における宇宙探査計画で認められた技術が、国際的にも、例のない(7年間という)宇宙
周航が水準の高いもので、あった。さらに、研究教育への寄与を待ちたい。
